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研究成果の概要（和文）：約300の星新一のショートショート作品を対象として物語の構造をコンピュータから
分析可能な形で記述する手法を開発した．このために物語言動辞書・物語主体辞書・物語慣用表現辞書などを構
築した．物語構造のデータ化の結果に基づいて各物語のオチを自動的に抽出するシステムの研究を行った．また
新旧約聖書の修辞構造をデータ化するフォーマットを開発し1507種類7715対修辞構造のデータ化を行いその妥当
性を統計的に検証した．

研究成果の概要（英文）：A methodology to describe story structures in the computer readable format 
was developed towards about 300 micro-fictions of Shin'ichi Hoshi. In order to that, Story Behavior 
Dictionary, Story Agent Dictionary and Story Idiomatic expression Dictionary were constructed. Based
 on story structure data of those results, automatic punchline extraction algorithm have been 
researched. Moreover, a data format for the literary structures of the Bible was developed and 7715 
text pairs in 1507 literary structures were digitized. The validity of those structures was examined
 statistically.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
[1]テキスト電子化の進展による人文学的な
テキストの計量的意味解釈の可能性 
近年，情報処理技術と情報化社会の進展によ
りテキストの電子化が著しく進展している．
ただし人文学的なテキストの分析において
は，古典的な計量書誌学的な指標に基づく著
者推定などが中心的であり，人文学で重要な
テキストの内容自体の意味解釈に踏み込ん
だ分析は一般的ではない．この理由として，
文学・詩・思想書などの様々な人文的なテキ
ストは，種々の修辞技法を凝らした文章表現
や複雑な物語構造の多用，語られるテーマの
抽象性などから取り扱いが難しいことが挙
げられる.そのため，人文的なテキストをコン
ピュータで分析可能にするには従来のテキ
ストマイニングとは異なる分析手法や切り
口が必要となる．人文的なテキストにおいて
も計量的な指標に基づく意味解釈の手法を
実現することができれば，検索や分類などの
工学的な応用はもとより,計算機を用いた大
規模で精密かつ客観的な解析によって人文
学自体の発展にも大きく寄与することが可
能と考えられる． 
[2] 人文学的なテキストの計量的解釈に向け
た現在までの取り組み 
人文的なテキストの分析や意味解釈を機械
的に実現するためのアプローチとして，人間
が行ってきた意味解釈行為をアルゴリズム
とデータによってコンピュータ上へと実装
することは有望な方法論であると考えられ
る．人文的なテキストのうちで文学や物語形
式の小説などの作品をそれ自体として解釈
する従来の手法としては，大きく分けて表現
の良し悪しについて語る文体論と話の展開
の良し悪しについて語る物語論[1,2]がある．
代表者はこれまで小説や思想書などの人文
的なテキストの分析に関して，計量書誌学お
よび計量文体学的な方法論に基づく構造の
抽出や計量的な指標に基づく解釈などの手
法の開発を進めてきた．しかし，計量文体学
の対象は基本的に単語や語彙のレベルであ
り，人文学的な文体論が包含する様々な修辞
技法はまだ計量的な分析が困難である．また，
人文的なテキストを理解する上でのもう一
つの重要な要素である物語論に関しては，計
量的な分析は一部を除いてほとんど手付か
ずの状態にある．修辞や物語の分析を計量化
するためには計算機でも処理可能な明確な
表記やデータ構造が必要であり，また自動的
な分析を実現可能にするためには，分析の基
準となる規範データも必要である．しかし現
状では応用性の高いデータ構造も，分類アル
ゴリズム等に利用可能な学習や分析用の基
本データもない状態である．人文的テキスト
の科学的な分析を発展させるためにはコン
ピュータ将棋で言えばすぐれた棋譜の電子
化とデータベース化に相当するような基礎
的な作業が必要不可欠な段階と言える． 
 

２．研究の目的 
研究期間内に行うことは大きく,[1]修辞・物
語の人文的な構造に適した機械的なデータ
構造の分析と策定,[2]修辞・物語構造のデー
タベースシステム開発,[3] 修辞・物語構造の
データベースを用いた計量的意味解釈手法
の開発，の三つに分けられる．以下に各々の
内容を説明する． 
 
[1] 修辞・物語の人文的な構造に適した機械
的なデータ構造の分析と策定 
修辞技法を含んだ，より高度な文体論的意味
解釈，および物語論的方法論のデータとアル
ゴリズムによる実装を実現するためには，第
一段階として，修辞と物語をデータ化し計量
的に扱うことを可能にする必要がある．また
実際に分析を進めるためには修辞と物語を
電子的に扱うためのデータベースの仕様の
策定とデータの収集による実装が必要とな
る．代表者はすでに星新一のショートショー
ト作品を電子テキスト化し，星新一作品に特
徴的と言われる逆転や暗転などの物語の起
伏とオチのパターンに着目した物語分析を
行ってきた．また修辞構造のデータ化に関し
ても聖書における古典的修辞構造を対象に
データ構造の策定を進めてきている．本研究
課題ではこれらの知見を踏まえ，修辞と物語
の構造に関して，計量的な分析に適した形で
のデータ構造の策定を行っていく． 
 
[2] 修辞・物語構造のデータベースシステム
開発 
代表者は古典的思想テキストの修辞構造に
関して意味解釈に利用可能なデータ構造と
データベースをすでに開発してきており，本
研究においてはそれらを基礎として，物語構
造のデータと修辞構造のデータを相互参照
可能な形でデータベース実装を行う． デー
タベースにおいては類似する構造や関連す
る構造の検索機能を備えて，従来は困難であ
った網羅的な修辞学・物語論の研究の基礎的
な資料として利用可能な形での公開を目指
す． 
 
[3] 修辞・物語構造のデータベースを用いた
計量的意味解釈手法の開発 
 データベース中のデータは人間が検索等
で利用できるだけでなく,自動的な構造抽出，
構造分析結果の妥当性評価,過去の作品との
関連性，同時代での特徴や相違点などを機械
的に分析可能とする． 
 人文学の研究者が意味解釈の参照用デー
タとして利用するためのインターフェース
を備えて，かつ計量的な分析の機能を付与す
ることで，人間の側からも機械の側からも利
用可能なデータベースとしての提供を目標
とする．これらによって人間の専門家の洞察
と機械的な精密さの融合を図る． 
 
 



３．研究の方法 
 
[1]重複部分を持つ修辞・物語構造記述のた
めのリレーショナルデータベース方式 
テキスト構造の記述ではタグによる入れ子
構造が一般的であったが，入れ子構造ではテ
キスト中に様々な形で重複的に配置される
多様な要素とその解釈を自由にデータ化で
きない．そのため，タグによる入れ子構造を
廃し，テキストの中の位置指定に合わせて当
該個所の修辞・物語的な機能をデータとして
記述するリレーショナルデータベース形式
を採用する．この方式により様々な技法が多
層的に配置されたような高度なテキストに
対しても取り扱いが可能となり,また研究者
によって解釈の異なる修辞や物語の構造を
柔軟に並行的にデータベース化し,利用者が
比較考察することも実現できる． 
 
[2]各物語要素への属性の多重的記述 
物語構造を要素に分けて記述する手法には
プロップ[1]やグレマス[2]などの古典的な
人文学的分析手法があるが，プロップは特定
ジャンルに特化しており，グレマスは要素を
6 種類に単純化しており，汎用的な反面登場
人物の行動の動機や感情状態を記述できな
い欠点を持つ．これらの伝統的手法では様々
な形態の物語分析に必要な特徴が十分に含
まれているかに関して疑問が残る．ただし一
方で，物語に含まれるすべての要素の記述す
ることは実質的に不可能である．そこで，現
段階で必要性が明白な物語構造の属性から
データ化を初め，分析の発展に応じ随時必要
となった属性を追加する形で行うことが現
実的解法と考えられる． 
 代表者は星新一作品における特徴的な物
語展開をデータ化し，その時代による変遷や
テーマごとの物語展開の差異などを抽出し
てきている．これらの知見をもとに作成した，
登場人物の言動を単位とする必要な物語機
能の現段階でのリストを表 1に示す． 
表 1 星新一ショートショートに基づく物語

機能の属性による分類例 

 
表 1では物語の機能を登場人物の言動から規
定して，言動に領域（種類）と極性（肯定・
否定）と人称（主体的・客体的・傍観的）を
属性として付加した場合での物語要素の機
能の分類例を示している．他にも例えば各物
語要素に対する登場人物の感情状態や，登場
人物の言動に対する結果の表記を加えるこ
とで多様な側面から物語構造の分析が可能
となる． 
 
[3]多重的な属性間の計量的な比較と検討か
らの修辞・物語構造の抽出 
修辞・物語構造のデータ化により，作者が想
定したであろう様々な属性間の関係性を，計
算機を活用して網羅的に検証し，多様な角度
から類似度や関連性を抽出していくことが
計量的テキスト分析の強みであると考えら
れる．図 1は星新一の『契約者』の分析例で
あるが，物語の登場人物の類似の言動の対応
関係が修辞構造（場面 1 と 5，2 と 4 の対応
による交差配列法）を示していたり，主客関
係の逆転（場面 4 と 5）による物語のオチの
構造があることがデータから発見可能であ
る． 

図 1 『契約者』での分析例 
 
修辞・物語の大規模なデータ化によりこれら
の物語・修辞構造を計量的に発見し,それら
の歴史的・文化的なパターンなどの抽出や分
析が可能になると期待される． 
 
[4]広く受け入れられているテキストの活用 
将来的に他の人文テキストとの比較等で有
用となる普遍的な構造を効率よく抽出する
ため，社会的に広く受け入れられていてかつ
短い起承転結のある物語構造や修辞構造に
対して分析を行うことを検討している．候補
の一つは聖書の中に含まれるたとえ話など
の様々な短い物語（Pericope）である．聖書
は世界中で広く長い期間にわたって読まれ
続けており，人間に受け入れられやすい物語
と修辞の構造を考えるうえで適切な題材と
考えられる．もう一つの候補は星新一のショ
ートショート作品である．星新一作品は物語
構造の多様性と面白さに定評があり，作品数
が多く，かつ分析の比較的容易な短編作品で
ある．これらの広く受け入れられている比較
的短い単位の分析から始め，関連作品や類似
の比較対象へと分析対象を徐々に広げて行
き，汎用的な物語構造の特定を目指していく． 



[5]既存の修辞構造データベースシステムの
活用と拡張 
代表者はすでにテキストにおける修辞構造
のデータベース化を行っており，また修辞構
造の表示・検索用の Java アプリケーション
も開発している．本研究課題においてはこれ
らの資産を活用し，修辞構造に合わせて物語
構造をデータベース中に格納し，種々の処理
を行い，結果の確認を行えるように拡張を行
う予定である。既存のテキスト分析用アプリ
ケーションを活用することで，より確実にデ
ータベースソフトウェアの開発を行うこと
が可能である． 
 
４．研究成果 
[1] 物語構造のデータ化とオチ分析アルゴ
リズムの開発 
星新一のショートショート作品を対象とし
て物語の構造を各場面における登場主体（人
物でない場合も含む）の言動の連続であるプ
ロットとして記述する手法を開発した．プロ
ットにおける言動の記述にあたっては，物語
の起承転結に深く係る重要な言動をリスト
アップして類似のものを階層的に分類した
物語言動辞書を構築し，他の物語や同じ物語
の別の場面における類似度の比較検討が可
能な形での物語構造の記述を実現した． 
 これらのフォーマットに基づき星新一作
品中で悪魔物語、薬物語、宇宙物語に相当す
る約 300 話を分析し，コンピュータ可読の形
式としてデータ化を行った．これに合わせて
各物語のオチを特定しかつその種類を分類
しオチと物語の構造の関係性を分析した．結
果として星新一の物語における主要なオチ
は逆転構造であり，逆転の主な種類は主客逆
転・言動逆転・動機逆転の三種類に大別でき
ることが明らかになった． 
データ化した物語構造およびオチの種類
に対して，計量的な分析を行った結果明示的
に記述された逆転型のオチに関してはプロ
ット中の主体と言動の記述から機械的に特
定が可能であることが判明した．実際にプロ
グラムとしてオチの判定アルゴリズムを実
装した結果約6割の精度で物語構造のデータ
からオチを特定し抽出することに成功した． 
 
[2] 物語構造の自動抽出プログラムの試作 
物語構造のデータ化におけるフォーマット
を用いて，自然言語処理技術によるテキスト
からの物語構造の自動的な抽出プログラム
の試作を行った．物語からプロットの軸とな
る主体の言動のリストを抽出するため，一般
的な物語における主体を示す語彙のリスト
アップと構造化を行い，物語における主体語
彙辞書を作成した．また，物語言動辞書を拡
張して，言動を表す動詞的な語彙だけでなく
慣用句的な表現と，会話における語用論的機
能を含んだ文末表現も盛り込んだ物語慣用
表現辞書を構築した．また主体の省略表現を
補うために代名詞の補完アルゴリズムを作

成した．これらの辞書およびアルゴリズムに
基づいて，物語テキストを場面で分割し，物
語中で行われた主体の言動に相当する部分
を自動的に抽出する物語構造自動抽出プロ
グラムの試作を行った． 
 
[3] 修辞構造のデータフォーマットの作成
とデータ化、修辞構造の妥当性の統計的判定
手法の開発 
新旧約聖書（新約 27 巻，旧約 39 巻）におけ
る修辞構造（交差配列法、並行法、集中構造）
を機械可読のデータとして記述するための
フォーマットを作成し，1507 種類の修辞構造
に対してそれを構成する 7715 対のテキスト
個所のペアとその対応関係をデータ化した．
またデータ化した結果を Web 上で公開した． 
これらのデータの妥当性を検討するために，
低出現頻度語彙が修辞構造上ペアとなるテ
キスト個所間でどの程度出現するかを指標
としてランダムに作成した修辞構造の場合
と統計的に比較する手法を開発し，分析した
修辞構造の妥当性を検証した．検証の結果得
られた修辞構造はテキストペア中に共通に
含まれる低出現頻度語彙の観点からは統計
学的に有意水準であることが確認された． 
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